
記者発表（配付）資料 
令和７年 10月 27日 

所属部課 理事長 事務局長 担 当 連絡先 

NPO 萩明倫学舎 植山 幸三 野村 友夏 伊藤 優香 0838-21-0304 

所属部課 部長・館長 課 長 担 当 連絡先 

萩市商工観光部 

萩・明倫学舎推進課 
藤原 章雄 服部 哲也 宗村 恵子 0838-25-3569 

件  名 

～明治日本の産業革命遺産 世界遺産登録１０周年！～ 

「萩・明倫学舎の世界遺産まつり」の開催について 

明治日本の産業革命遺産 世界遺産登録 10周年を 

記念して、萩・明倫学舎では、下記のとおり「萩・明

倫学舎の世界遺産まつり」を開催します。 

ご当地物産フェアでは、萩商工高校課題研究「島の

プライドを未来へつなぐプロジェクト」で開発された

商品を萩商工高校生徒が実演販売します。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

【萩・明倫学舎の世界遺産まつり】 

日時：11月 1日（土）～9日（日） 

午前 9時～午後 5時 

会場：萩・明倫学舎本館と２号館 

（萩市大字江向 602番地） 

日時 イベント 会場 

11/1(土)～11/9(日) 

9：00～17：00 

２号館観覧料割引 ２号館 

世界遺産ご当地物産フェア 

8県 10市の特産品が集合！ 

★11/3(月・祝)10時～15時

萩商工生徒による実演販売

本館１階 復元校長室 

ガラポン抽選会 本館インフォメーションセンター 

世界遺産×「萩にゃん。」を探そう 本館 

鉄砲・陣笠・陣羽織で幕末を体験し

よう 

２号館幕末ミュージアム 

幕末資料レプリカで遊ぼう ２号館幕末ミュージアム 

11/1(土)～11/3(月・祝) 

10:00～16:00 

世界遺産ダンボール迷路 本館２階 天井裏見学室 

11/8(土) 

① 10:30～11:00

② 15:15～15:45

デジタル紙芝居 

「日本の工学教育の始まり」 

「丙辰丸」 

本館インフォメーションセンター 

11/8(土)13:30～14:00 藩校明倫館論語塾 本館２階 復元教室 

11/8(土)14:30～15:00 松陰先生の朗唱教室 本館２階 復元教室 

11/9(日)①13：00～ 

②16：00～

萩光塩学院の生徒による 

お化け屋敷 

３号館２階 市民ギャラリー 

  交流室 



11/9(日) 

13：00～16：00 

萩光塩学院の生徒による実演販売 本館１階 復元校長室 

開催中の土日祝 「萩にゃん。」散歩 本館 

※詳細は別紙チラシ参照 







記者発表（配付）資料 

令和７年１０月２７日 

所属部課 所  長 総  括 担  当 連絡先 

萩市川上総合事務所 

市民生活部門 
村田 卓二 恩村 勲 田口 宏孝 0838-54-2121 

件  名 「第４３回かわかみふるさとまつり」の開催について 

 

 川上地域では、地域の魅力をたっぷり味わっていただけるイベントとして、今年も恒例の「かわかみ

ふるさとまつり」を、11 月の第１日曜日（11 月２日）に開催いたします。今回で 43 回目を迎えます。 

なかでも目玉企画は、毎年多くの来場者にご好評いただいている「あゆとうなぎのつかみどり大会」

です。特設プールに放たれた「あゆ約 1,500匹」、「うなぎ約 100匹」を、参加者がずぶ濡れになりなが

ら手づかみで挑戦します。笑顔と歓声があふれる川上ならではの体験で、子どもから大人まで楽しめる

内容となっております。 

そのほかにも、地元の特色を活かした、川上産「新米のすくいどり」や「川上のスギ丸太早切り競争」、  

「大豆の早つまみ競争」の催しをご用意しています。 

そして、まつりの締めくくりには、恒例の「もちまき」を実施し、来場者の皆様に感謝の気持ちを込

めてお餅を振る舞います。 

地域の自然と文化に触れながら、おいしい、楽しい、笑顔いっぱいの一日を、ぜひ「かわかみふるさ

とまつり」でお過ごしください！ 

 

１．日  時 令和７年 11月２日（日）午前９時３０分～午後２時４５分 

２．場  所 川上公民館とその周辺（萩市川上４５２７番地） 

３．日  程 9：30～10：30  開会セレモニー 

・開会宣言 ・川上中学校生徒による「和太鼓」  

・川上保育園園児による「遊戯」  

・川上小学校児童による「カラーガード」  

・川上保育園児、小学校児童、中学校生徒合同で行う「ダンス」 

・生涯学習発表会（川上小児童・川上中生徒） 

       10：00～14：00  新米・飴のすくいどり（無くなり次第終了） 

11：40～12：30  あゆ・うなぎのつかみどり大会（中学生以上 500円、小学生無料） 

       12：40～13：20  川上のスギ丸太早切り競争 

       13：30～14：00 大豆の早つまみ競争 

       14：30～14：45  もちまき 

４．主  催 川上地域コミュニティ協議会（会長 大田 忠男）・萩市 





記者発表（配付）資料 

 

令和７年１０月２８日 

所属部課 局 長 局 次 長 担  当 連絡先 

萩市議会事務局 須 郷   誠 大田 泰之 横山晋太郎 0838-25-3144   

 

 

件  名 萩市議会１２月定例会会期日程について  

 

 

 このことについて、本日開催された議会運営委員会において、萩市議会１２

月定例会の会期日程が確認されましたので、別紙のとおりお知らせします。 
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令和７年萩市議会１２月定例会日程（案） 

 

令和７年１２月３日（水曜日）から１２月１８日（木曜日）までの１６日間 

日 曜日 開 議 日      程 

12月3日 水 10：00 
① 会期の決定 ② 諸報告 ③ 議案上程 

（全員協議会） 

4日 木 10：00 議案質疑、委員会付託 

5日 金 休 会  

6日 土 休 会  

7日 日 休 会  

8日 月 10：00 一般質問 

9日 火 10：00 一般質問 

10日 水 10：00 一般質問 

11日 木 休 会 10：00 常任委員会（総務・教育民生・経済建設） 

12日 金 休 会 10：00 常任委員会（予算決算） 

13日 土 休 会  

14日 日 休 会  

15日 月 休 会 常任委員会（予備日） 

16日 火 休 会  

17日 水 休 会  

18日 木 10：00 委員長報告、質疑・討論・表決 

 

・議 案 発 送     １１月２１日（金） 

・一般質問通告締め切り   １１月２５日（火）正午 

・議案質疑通告締め切り  １２月 １日（月）正午 

・議会運営委員会     １２月 １日（月）午後３時から 

 



受賞者公表の解禁日時：令和７年１１月８日（土）１０時 

 

記者発表（配付）資料 
令和７年１０月２８日 

所属部課 部  長 課  長 課長補佐 連絡先 

萩市総務部人事課 田村 佳代子 椙 央多 山中 智子 0838-25-1239 

 

件  名 萩市合併２０周年記念功労者表彰式の開催について 

 

萩市では、市町村合併後２０年を迎えたことを記念して、下記のとおり「萩市合併２０周年記念

功労者表彰式」を開催しますので、お知らせします。 

 

記 

 

１ 日 時  令和７年１１月８日（土） 午前１０時～１１時３０分 

 

２ 場 所  萩市総合福祉センター多目的ホール（萩市江向５１０番地）  

 

３ 内 容 

萩市表彰条例に基づき、萩市の振興発展のために貢献し、顕著な功績があった個人・  

団体に対する表彰を行います。 

 

   〇式次第 

・開式のことば 

・市民憲章唱和 

・市長式辞 

・功労者表彰 

・来賓祝辞 

・記念動画 「萩市２０年のあゆみ」 上映（１５分） 

・閉式のことば 

   

 〇受賞者については、別添のとおりです。 

   ・萩市功労者 個人：５２名、団体：９団体 

 

４ 出席者 表彰受賞者、市長、副市長、教育長、来賓（萩市議会議長、副議長）、一般市民 

 

５ その他 記念動画は、萩市公式ホームページで公開予定です。 



萩市合併２０周年記念功労者表彰式受賞者一覧 敬称略

功　労　名 氏名・団体名 事績 住所

自治功労 神崎　勝代
多年にわたり統計調査員・指導員として地方自
治の発展に寄与 川上

津田　庫子
多年にわたり統計調査員・指導員として地方自
治の発展に寄与 川島

津守　次一
多年にわたり須佐地域ふるさとづくり協議会役
員として市政発展に寄与 須佐

安全安心功労 石飛　孝道
多年にわたり消防団員として消防防災活動に寄
与 椿東

熊谷　純行
多年にわたり交通指導員として交通安全活動に
寄与 下田万

教育・文化・
スポーツ功労

伊藤　奈美江
多年にわたりスポーツ推進委員として社会体育
の振興に寄与 佐々並

小野村　寛
多年にわたり子ども会指導者として青少年健全
育成の振興発展に寄与 椿東

金子　司
多年にわたり萩焼の振興発展に寄与

三見

田原　昌代
多年にわたりスポーツ推進委員として社会体育
の振興に寄与 下田万

中の原・惣の瀬的まつ
り保存会

多年にわたり川上地域の文化の保存・普及に寄
与 川上

野坂　和左
多年にわたり萩焼の振興発展に寄与

山田

萩美術協会
多年にわたり芸術・文化の振興発展に寄与

萩市

船崎　透
多年にわたり萩焼の振興発展に寄与

椿東

横田　典明
多年にわたりスポーツ推進委員として社会体育
の振興に寄与 三見

社会福祉功労 阿武　政子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 熊谷町

阿武　麻美子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 椿

石野　智子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 椿東

出羽　惠子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 御許町
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功　労　名 氏名・団体名 事績 住所

社会福祉功労 一木　清久
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 須佐

岡　玲子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 紫福

片山　加代子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 大井

金田　富子（故人）
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 吉部下

兼田　英生
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 椿東

國光　伸征
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 大島

隅野　由美
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 下小川

中尾　里子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 吉部下

中原　正男
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 樽屋町

平野　玲子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 江向

藤本　勝利
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 佐々並

藤原　博行
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 福井下

堀田　幸子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 高佐下

松原　正浩
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 大井

三浦　節子
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 椿

村田　明美
多年にわたり放課後児童クラブ支援員として子
どもの健全育成、児童福祉の向上に寄与 平安古町

山本　𥘉美
多年にわたり民生委員・児童委員として住民福
祉の増進に寄与 江向

産業功労 岡　卓
多年にわたり林業の振興発展に寄与

紫福
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功　労　名 氏名・団体名 事績 住所

産業功労 原田　知美
多年にわたり農業委員として農業の振興発展に
寄与 紫福

松村　孝明
多年にわたり観光業の振興発展に寄与

椿東

山本　隆志
多年にわたり商工業・観光業の振興発展に寄与

須佐

吉村　正義
多年にわたり水産業の振興発展に寄与

椿東

快適生活功労 石川　彰
多年にわたり学校歯科医として児童生徒の健康
増進に寄与 吉田町

丘　茂樹
多年にわたり学校医として児童生徒の健康増進
に寄与 山口市

加藤　可奈子
多年にわたり食生活改善推進員として地域住民
の健康増進に寄与 福井下

澤村　直明
多年にわたり学校歯科医として児童生徒の健康
増進に寄与 江向

仁保　光昭
多年にわたり学校歯科医として児童生徒の健康
増進に寄与 須佐

萩市快適環境づくり推
進協議会

多年にわたり環境衛生及び環境保全活動に寄与
江向

堀　哲二
多年にわたり学校医として児童生徒の健康増進
に寄与 江向

松浦　尚志
多年にわたり学校歯科医として児童生徒の健康
増進に寄与 古魚店町

森　繁広
多年にわたり学校医として児童生徒の健康増進
に寄与 土原

八木田　真光
多年にわたり学校医として児童生徒の健康増進
に寄与 椿

柳井　章孝
多年にわたり学校医として児童生徒の健康増進
に寄与 橋本町

山本　貞壽
多年にわたり学校医として児童生徒の健康増進
に寄与 椿東

社会貢献功労 国際ソロプチミスト萩
公益のため、多額の私財を寄附

東田町

地域貢献功労
（団体）

コールさわらび
多年にわたり福栄地域の文化活動に寄与

福井下
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功　労　名 氏名・団体名 事績 住所

地域貢献功労
（団体）

須佐地区一本釣船団
多年にわたり須佐地域の漁村におけるむらづく
り活動の推進及び地域教育に寄与 須佐

特定非営利活動法人萩
子どもセンター

多年にわたり子どもの健全育成及び子育て環境
の充実に寄与 江向

萩往還工芸まつり
実行委員会

多年にわたり明木地区の「地域の力」を高める
まちづくり活動に寄与 明木

元気活力創出功
労

ささラブ応援隊
佐々並地区の移住定住の促進に寄与

佐々並

永田　逸樹
第３７回わんぱく相撲全国大会優勝

明倫小学校
出身

中村　遥斗
第５３回Ｕ１６陸上競技大会男子１５０ｍ走Ａ
優勝 紫福

樋口　昭二
第３５回全国健康福祉祭えひめ大会水泳競技優
勝 山田
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所属部課

佐々並公民館

件 名

記者発表（配付）資料

館 長

永田 隆浩

担 当

山本 秀美

【修正】　「秋のささなみまちじゅうまつり」の開催について

令和7年1 0月28日

連絡先

0838-56-0008 

佐々並地区の秋のイベントとして、 「秋のささなみまちじゅうまつり」を開催しますので、

お知らせします。

佐々並地区にある、道の駅あさひ、萩往還おもてなし茶屋（旧小林家）、旭活性化セン

タ ーの3施設が、それぞれの特性を生かした催しを企画し、多くの方々をおもてなしし

ます。

1. 日程等

日 時 令和7年1 1月16日（日） 午前9時30分～午後2時30分

会 場 道の駅あさひ、萩往還おもてなし茶屋（旧小林家）、旭活性化センタ ー

駐車場 萩市旭山村広場、道の駅あさひ、萩往還おもてなし茶屋前

2. 主な内容

会 場 主な催し内容

道の駅あさひ 0地元農産品の販売
(500円お買上ごとにお楽しみ抽選）

萩往還おもてなし茶屋 0甘がゆの無料接待 ・ 無料抽選会
0佐々並小学校児童による定点ガイド

旭活性化センタ ー 0児童生徒合唱 ・ 地元有志によるステ
ー ジイベント ・ 空手の実演

0もちまき (2回実施）

0秋吉台サファリランド移動動物園

0各種バザ ー （うどん ・ やきとり ·

たい焼き ・ やきそばほか）

0お米のすくいどり(1回300円）
01等米30キロなどが当たる抽選会

（会場内店舗500円以上購入で抽選

券を1枚配布）

3 主催者

秋のささなみまちじゅうまつり実行委員会（佐々並公民館内）
電話(0838) 56-0008 

4. 共催

萩市

時 間
9: 30~14: 30 

9: 30~14: 30 

10: 30~11 : 30 

9: 35~14: 20 

9: 45、14: 30 

10 : 00~14: 00 

10 : 00~ 

10: 00~,12:30~ 

10: 00~ 

BHG005006
ハイライト表示

BHG005006
ハイライト表示







記者発表（配付）資料 

令和７年１０月２８日 

所属部課 所  長 総  括 担  当 連絡先 

萩市川上総合事務所 

市民生活部門 
村田 卓二 恩村 勲 田口 宏孝 0838-54-2121 

件  名 【修正】「第４３回かわかみふるさとまつり」の開催について 

 川上地域では、地域の魅力をたっぷり味わっていただけるイベントとして、今年も恒例の「かわかみ

ふるさとまつり」を、11 月の第１日曜日（11 月２日）に開催いたします。今回で 43 回目を迎えます。 

なかでも目玉企画は、毎年多くの来場者にご好評いただいている「あゆとうなぎのつかみどり大会」

です。特設プールに放たれた「あゆ約 1,500匹」、「うなぎ約 100匹」を、参加者がずぶ濡れになりなが

ら手づかみで挑戦します。笑顔と歓声があふれる川上ならではの体験で、子どもから大人まで楽しめる

内容となっております。 

そのほかにも、地元の特色を活かした、川上産「新米のすくいどり」や「川上のスギ丸太早切り競争」、  

「大豆の早つまみ競争」の催しをご用意しています。 

そして、まつりの締めくくりには、恒例の「もちまき」を実施し、来場者の皆様に感謝の気持ちを込

めてお餅を振る舞います。 

地域の自然と文化に触れながら、おいしい、楽しい、笑顔いっぱいの一日を、ぜひ「かわかみふるさ

とまつり」でお過ごしください！ 

１．日  時 令和７年 11月２日（日）午前９時３０分～午後２時４５分 

２．場 所 川上公民館とその周辺（萩市川上４５２７番地） 

３．日  程 9：30～10：30  開会セレモニー 

・開会宣言 ・川上中学校生徒による「和太鼓」

・川上保育園園児による「遊戯」

・川上小学校児童による「カラーガード」

・川上保育園児、小学校児童、中学校生徒合同で行う「ダンス」

・生涯学習発表会（川上小児童・川上中生徒）

10：30～14：00  新米・飴のすくいどり（無くなり次第終了） 

11：40～12：30  あゆ・うなぎのつかみどり大会（中学生以上 500円、小学生無料） 

12：40～13：20  川上のスギ丸太早切り競争 

13：30～14：00 大豆の早つまみ競争 

14：30～14：45  もちまき 

４．主  催 川上地域コミュニティ協議会（会長 大田 忠男）・萩市 

BHG005006
ハイライト表示





所属部課

佐々並公民館

件 名

記者発表（配付）資料

館 長

永田 隆浩

担 当

山本 秀美

「秋のささなみまちじゅうまつり」の開催について

令和7年1 0月28日

連絡先

0838-56-0008 

佐々並地区の秋のイベントとして、「秋のささなみまちじゅうまつり」を開催しますの

で、お知らせします。

佐々並地区にある、道の駅あさひ、萩往還おもてなし茶屋（旧小林家）、旭活性化セン

タ ーの3施設が、それぞれの特性を生かした催しを企画し、多くの方々をおもてなしし

ます。

1. 日程等

日 時 令和7年11月16日（日） 午前9時30分～午後2時30分

会 場 道の駅あさひ、萩往還おもてなし茶屋（旧小林家）、旭活性化センタ ー

駐車場 萩市旭山村広場、道の駅あさひ、萩往還おもてなし茶屋前

2. 主な内容

会 場 主な催し内容

道の駅あさひ 0地元農産品の販売

(500円お買上ごとにお楽しみ抽選）

萩往還おもてなし茶屋 0甘がゆの無料接待·無料抽選会

0佐々並小学校児童による定点ガイド

旭活性化センタ ー 0空手の実演 ・ 児童生徒合唱 ・ 空手の

実演等ステー ジイベント

0もちまき(2回実施）

0秋吉台サファリランド移動動物園

0各種バザー （うどん ・ やきとり ・

たい焼き ・ やきそばほか）

0お米のすくいどり(1回300円）

01等米30キロなどが当たる抽選会

（会場内店舗500円以上購入で抽選

券を1枚配布）

3. 主催者

秋のささなみまちじゅうまつり実行委員会（佐々並公民館内）
電話(0838) 56-0008 

4. 共催

萩市

時 間
9: 30~14: 30 

9: 30~14 : 30 

10: 30~11 : 30 

9: 35~14 : 20 

9: 45、14: 30 

10: 00~14: 00 

10 : 00~ 

10: 00~,12:30~ 

10: 00~ 







記者発表（配付）資料 

 

令和７年１０月２８日 

所属部課 事務局長 課  長 課長補佐 担  当 連絡先 

萩市教育委員会 

教育政策課 岸田 尚之 中村 雄一郎 

 

森岡 信行 新田 康隆 0838-25-3141 

【解禁日】受賞者については、１１月７日の表彰式終了後 

 

件  名 令和７年度萩市教育文化奨励賞受賞者の決定について 

 

市では、萩市教育文化奨励基金規則に基づき、萩市の教育・文化・体育の振興と向上に

努めた個人及び団体に対して、教育文化奨励賞を授与しています。 

 

令和７年度萩市教育文化奨励賞の受賞者が別添のとおり６個人、４団体に決定し 

ました。 

なお、表彰式を以下のとおり開催しますのでお知らせします。 

 

 

■表彰式 

 

１ 開 催 日  令和７年１１月７日（金）午後４時００分～ 

 

２ 実施場所  萩市総合福祉センター ３階 大会議室 

 

３ 内  容  別添参照 

 

４ そ の 他  市長の諮問に応じ、１０月９日に萩市教育文化奨励賞選考委員会  

（会長 髙津 英明）が開催され、調査及び審議を行い、１０月１５日

にその結果が市長へ答申され、その答申を受けて決定しました。 

 

 



令和７年度 萩市教育文化奨励賞表彰式 
 

 

１ 日時 令和７年１１月７日（金）午後４時００分～ 

 

２ 場所 萩市総合福祉センター ３階 大会議室 

 

３ 式 次 第 

 

①表  彰 

 

②市長式辞 

 

③祝  辞 

 

④謝  辞 

 

《式終了後》 

 

   ⑤記念撮影 

 

 

 
 



 

令和７年度 萩市教育文化奨励賞受賞候補者名簿 

 

（敬称略） 

◎教育の部 奨励賞 

（団体） 

読み聞かせの会「あさなぎ」              （越ヶ浜） 

 

◎教育の部 功労賞 

（個人） 

椋木 博                       （吉田町） 

柳林 浩一                      （堀内） 

 

◎文化の部 功労賞 

（個人） 

    小田 光治                      （平安古） 

    河村 ゆみ子                     （須佐） 

（団体） 

    北浦音楽芸能文化協会                 （土原） 

    萩市伝統芸能連絡協議会                （江向） 

 

◎体育の部 功労賞 

（個人） 

大田 忠男                      （川上） 

権代 健一                      （古萩町） 

 

◎特別賞 

（団体） 

    山口県立萩商工高等学校商業科「見島伝統継承班」    （平安古） 



萩市教育文化奨励賞受賞者 

（敬称略） 

●教育の部 奨励賞 

読み聞かせの会「あさなぎ」 

 越ヶ浜小学校を拠点に活動。絵本の読み聞かせに加え、モニターを活用した電子読み

聞かせなど、児童の読書や書物への関心を高めることに貢献。 

また、越ヶ浜地区に伝わる民謡「嫁泣き節」の紙芝居を独自に作成、地域に密着した

読書推進活動を実施。 

 

●教育の部 功労賞 

椋木 博 （吉田町） 

少年相談員や少年指導員など長きに渡り活動。萩地域青少年育成市民会議の委員とし

て「子ども１１０番の家」設置事業、家庭の日普及活動、青少年を有害環境から守るた

めの子ども環境クリーンアップ活動などに尽力。また、２０１６年から同市民会議の副

会長に就任し、会の中心的存在として活躍。 

 

●教育の部 功労賞 

柳林 浩一 （堀内） 

山口県教育会の萩支部と阿西支部の２つの支部を１つに統合することに尽力。 

また、萩支部長在任中に、松陰教学の継承・発展に取り組み、「松陰教学推進資料『学

校教育に松陰先生の教えと考え方を生かす』」を作成し、学校現場への松陰教学普及に貢

献。 

 

●文化の部 功労賞 

小田 光治（平安古） 

 萩焼の様々な独創的な技法に挑戦し、国内で多くの個展を開催。 

 また、「萩陶芸家協会」の正会員、理事として精力的に活動。あわせて萩女子短期大学

において１３年間陶芸コースの講師を務め、現在でも子供たちへの夏休み萩焼教室の講

師を務めるなど、後進の育成、啓発活動に尽力。 

 

●文化の部 功労賞 

河村 ゆみ子（須佐） 

 多様な造形作品を手がけ、特に海岸に流れ着いた流木や石を活用した作風で「石ころ

アート作家」として活躍。子どもたちにアートの楽しさを伝える活動を長年にわたり続

けている。また、須佐美術展の開催に尽力し、地域の芸術文化の振興と発展に寄与。 



●文化の部 功労賞 

北浦音楽芸能文化協会 

北浦音楽文化祭をはじめ、北浦歌謡フェスティバルや北浦選抜歌謡コンクールを毎年

開催し、北浦地域の歌謡文化の向上と発展に貢献。 

 また、イベント収益の一部を福祉・文化団体等へ寄附するほか、山口刑務所等での慰

問演奏のボランティアを長年にわたり継続。 

 

●文化の部 功労賞 

萩市伝統芸能連絡協議会 

地域の伝統芸能を守るため、隔年で「萩市伝統芸能フェスティバル」を開催し、伝統

芸能文化の普及と啓発に尽力。保育園児から高校生までの子どもたちに地域の伝統文化

を指導・継承する取組を行い、情操教育にも注力。 

 

●体育の部 功労賞 

大田 忠男（川上） 

萩市スポーツ推進委員として、萩市のスポーツの振興に寄与。市行事の運営や支援を

積極的に務めるとともに、川上地域におけるスポーツの普及活動にも尽力。 

また、萩市陸上競技協会に所属し、萩市における陸上競技の発展にも大きく貢献、地

域及び市全体のスポーツ振興における功績は多大。 

 

●体育の部 功労賞 

権代 健一（古萩町） 

 萩市における少林寺拳法競技普及のため尽力。萩市少林寺拳法協会理事長として社会

体育発展に大きく貢献。現在は萩市における少林寺拳法団体の長として、積極的に青少

年の育成や後進の指導に注力。 

 

●特別賞 

山口県立萩商工高等学校商業科「見島伝統継承班」 

 課題研究の一環として見島の活性化と島に古くから伝わる伝統文化「鬼楊子」の継承

を目指してプロジェクトを実施。見島の鬼楊子をモチーフにした商品開発や販売などの

調査研究を通して島の魅力をアピール。 



記者発表（配付）資料 
 

令和７年１０月２９日 

  

 

件  名 
第４９回萩市役所ロビーコンサートの開催について 

～お昼休みの市役所ロビーで憩いのひとときを～ 

 

市民の皆さんに親しみやすい明るい市役所の雰囲気づくりと、市民の文化意識の高揚を図ること

を目的に、お昼休みの時間帯を利用した市役所ロビーコンサートを令和３年１１月から原則、毎月

第 1 水曜日に開催しています。 

今回は、山口オペラアカデミーによるオペラの演奏をお届けしますので、お知らせします。 
 

記  

 

１ 開 催 日 時  令和７年１１月５日（水） 午後１２時１５分～１２時４５分 

２ 会    場  萩市役所ロビー（入場無料） 

３ 演奏ジャンル  オペラ 

４ 出 演 者  山口オペラアカデミー（志方
しかた

緑
みどり

、佐々木
さ さ き

優
ゆ

実
み

、脇
わき

淵
ぶち

陽子
ようこ

）  

 

【山口オペラアカデミー】 

山口県内のオペラ振興、オペラを軸とした音楽人材の育成、オペラに関する研究を目的として、

2021 年に発足。セミナーやコンサートを定期的に開催しており、ゆくゆくは山口県でのオペラ上

演を目指して活動している団体。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 曲 目  ・ハバネラ  

・私が街を歩くと     ほか 
 

６ 次回日程 １２月２４日（水）  

（ 予 定 ）出演者：サンタクロース、トナカイ他   

  内容：クリスマスコンサート 

※出演者等が変更となる場合があります。 

所属部課 局  長 課  長 課長補佐 
 

担当 連絡先 

萩市教育委員会事務局 
文化・生涯学習課 

岸田 尚之 岡村 卓司 寺口 栄子 

 
中村 后咲 25-3511 

   

志方 緑（ソプラノ） 佐々木 優実(ソプラノ) 脇淵 陽子（ピアノ） 



 

萩のおたからの魅力を探る 旅に出かけよう！ 

萩おたからツーリズム in 江崎 の開催について

 

  

  

申込み専用フォーム 







記者発表（配付）資料 

 
令和７年 10 月 30 日  

所属部課 部長 課長 課長補佐 連絡先 

萩市総務部防災危機管理課 田村 佳代子 小野 彰彦 田島 孝行 0838-25-3808  

 

件  名 
多数の死者を伴う大規模災害等発生時における検視・遺族対応合同訓練

（第 13 回）の実施について 

 

１ 日 時：令和７年 11 月６日（木） 午後２時 30 分から概ね２時間 

 

２ 場 所：萩ウェルネスパーク 萩武道館（萩市大字椿 73 番地７） 

 

３ 参加者： 

○警察本部    捜査第一課、鑑識課、機動捜査隊、警備課、警察県民課 

○警察署     萩警察署、長門警察署 

○他の行政機関  山口県（防災危機管理課） 

          萩市（防災危機管理課、萩市消防本部） 

          山口県医師会、山口県歯科医師会 

          山口大学医学部法医学教室 

          第七管区海上保安本部 

          陸上自衛隊山口駐屯地 

 

４ 訓練目的：局地的豪雨による大規模災害の発生に備え、萩市川上地域において、土砂 

災害、河川の氾濫が発生したことを想定し、関係機関が連携して、検視、 

身元確認等の実践的訓練を行うもの。 

 

５ 訓練内容：14：30  開会式 

       14：40  想定訓練（被災現場で捜索中の警察が遺体を発見後、各機関が 

連携し、遺体の搬送、検視、身元確認及び遺族への 

引渡しを実施するもの。） 

16：20  閉会式 

 

６ 主 催：山口県警察本部、萩市 



記者発表（配付）資料 

令和７年１０月３０日 

所属部課 所 長  所次長 支所長(担当) 連絡先 

萩市福栄総合事務所 

紫福支所 
三輪 哲也 原田 裕子 藤村 美奈子 0838-53-0211  

 

件  名 
「明治日本の産業革命遺産」世界遺産登録 10周年記念 

「大板山秋のたたら祭り」の開催について 

 

福栄地域で活動する「福栄文化遺産活用保存会」は、大板山たたら製鉄遺跡を訪れる方へのガイド活

動や、地域内外の住民を対象とした定期的なイベントの開催を通じて、たたら製鉄遺跡の認知度向上お

よび、地域文化遺産の継承と活性化に取り組んでいます。 

このたび、「明治日本の産業革命遺産」世界遺産登録 10 周年を記念し、「大板山秋のたたら祭り」を

下記のとおり開催いたしますので、お知らせします。 

記 

１ 日 時  １１月１６日（日）午前１０時～午後２時 ※小雨決行、荒天時中止 

 

２ 場 所  萩市大字紫福 10257-1 大板山たたら製鉄遺跡周辺 

 

３ 内 容  コロナ禍で中断していて「たたら祭り」を復活させ、参加者の皆様に楽しみながら       

たたら製鉄への理解を深めていただくとともに、来場者との交流や物産販売などを通じ

て、地域の活性化を図ります。 

 

主なプロブラムは以下のとおりです。 

・ 8:00～13:30 ミニたたら操業※小規模なたたら炉を使用した製鉄の実演 

・10:00     開会式 

・10:00～13:30  丙辰丸饅頭などの販売 

・10:30～12:00  保育園児による遊戯、たたら太鼓・二胡演奏 

・10:30～13:00  ペーパーナイフ作り、メダル作り体験 

・10:30～13:00  大板山たたらクイズ 

・10:30～13:00  新米すくい取り 

・13:45      もちまち 

・14:00      閉会 

※雨天の場合、一部プログラムを変更いたします。 

 

４ その他  主催：福栄文化遺産活用保存会（会長：小野興太郎）会員数 50名 

       共催：萩市 

 



「明治日本の産業革命遺産」
世界遺産登録１０周年記念

 大板山

  秋のたたら祭り

会場：大板山たたら製鉄遺跡周辺

内容：
市民参加「みんなで鉄造りに挑戦！」
色々ワクワク体験
●ミニたたら操業
●ペーパーナイフ作り
●メダル作り

歓迎イベントほか

●保育園児遊戯
●たたら太鼓、二胡演奏
●新米すくい取り
●たたらクイズ
●丙辰丸饅頭・昼食
物産などの販売

●餅まき

日時：11月16日(日）10時～14時

主催：福栄文化遺産活用保存会
共催：萩市

（萩市大字紫福10257-1）

（事務局：萩市紫福支所内）
0838-53-0211

臨時駐車場
山の口農村公園



～「明治日本の産業革命遺産」世界遺産登録 10周年記念事業～ 

大板山秋のたたら祭り 

 

日時 

令和７年１１月１６日（日） 

１０：００～１４：００ 

：００～１４：１５ 

会場 

大板山たたら製鉄遺跡周辺 

（萩市大字紫福 10257-1） 

 

 

 開会式 10：00 

 

 オープニングセレモニー 10：30～12：00 

   ●紫福保育園児遊戯 

   ●大板山たたら太鼓同好会 

   ●二胡演奏グループ『二っ胡り』 

 

 体験イベント 10：30～13：00 

   ●メインイベント『ミニたたら操業』 

     火入れ 8：00 ～ ケラ出し 12：30 頃から開始 

   ●ペーパーナイフ作り 

     鉄釘からペーパーナイフを作ってみよう！ 

   ●メダル作り 

     自分でデザインしたメダルを作ってみよう！ 

     ※素敵なペーパーナイフとメダルには賞品進呈（各 5 本） 

 

 歓迎イベント 10：30～13：00 

   ●たたらクイズ  全問正解者には賞品（10 本） 

                ※多数の場合は抽選となります 

   ●新米すくい取り 紫福産の新米をご用意！ 

   ●たたら遺跡ツアー 製鉄遺跡のガイド付き見学 

 

 販売イベント 10：00～13：30 

   ●丙辰丸饅頭、新米・味噌、地元物産 

軽食、パン、コーヒーなど 

 

 表彰式 13：30 

    たたらクイズ全問正解者 

    ペーパーナイフ・メダル作成者 

 

 餅まき 13：45  １俵の餅をまきます！ 

 

 閉会式 14：00 

 

       【雨天の場合、一部プログラムに変更あり】 

主催等 

主催：福栄文化遺産活用保存会 

共催：萩市 

お問い合わせ先 

福栄文化遺産活用保存会事務局 

（萩市紫福支所内）☎0838-53-0211 

プログラム 

臨時駐車場 

山の口農村公園 

◆駐車場⇔会場はシャトル便運行 

 

会 場 

                

 市道 

 山の口線⇒ 

山の口ダム 

 ●まつり駐車場 

  （山の口農村公園） 



記者発表（配付）資料 

令和７年１０月３０日 

萩陶芸家協会では毎年、陶芸家の会員を講師とし、市内の小・中・高校へ派遣して、

児童・生徒たちに萩焼の特徴や技法を指導する「萩焼体験教室」を開催しています。今

年度２回目の教室を下記のとおり実施しますので、お知らせします。 

記  

■と き １１月４日（火）午前８時３５分～午後０時０５分  

■ところ 萩市立椿東小学校  

（萩市大字椿東 2710-1 校長：山本 豊三 電話 0838-25-2135）  

■生徒数 ５８人（４年生２クラス）  

※１・２時限、３・４時限に分けて１クラスごと実施します。  

■講 師 坂倉善右衛門（さかくらぜんえもん）（坂倉善右衛門窯 長門）  

     坂高麗左衛門（さかこうらいざえもん）（坂高麗左衛門窯 椿東）  

     松尾優子（まつおゆうこ）（陶華山窯 椿）  

     納富尚子（のうとみなおこ）（大華山鳥雲窯 山田）  

     守繁徹千代（もりしげてつちよ）（萩焼窯元蓮光山 椿東）  

■内 容 萩焼の由来や特徴、使い方について学んだ後、児童がてびねりで萩焼を制作

するとともに、作家といっしょに電動ロクロでの制作を体験します。  

■主 催 萩陶芸家協会（会長 田中文夫）  

■その他 本年度 1 回目となる体験教室は萩市立むつみ中学校で９月１６日に実施してい

ます。  

※当日の様子は写真撮影しますので、画像等ご希望の場合は事務局までご連絡ください。 

                      

 

 

  

 

 

 

  

所管部課 
萩陶芸家協会事務局（商工振興課内） 

課 長 課長補佐 担 当 連絡先 

萩市商工観光部 

商工振興課 
山本 一也 中村 和也 神崎 紘充 0838-25-3638 

件  名  
～ふるさとの伝統工芸品「萩焼」に触れる～ 

椿東小学校での萩焼体験教室の実施について 

むつみ中の体験教室の様子（R7.9.16）  



記 者 発 表 （ 配 付 ） 資 料 

令和７年１０月３１日 

所属部課 部 長 課 長 係 長 担 当 連絡先 

萩市市民部 

市民活動推進課 
 細井  充 角屋祐一郎 神崎  忍 森岡 栄智 

（0838） 

25-3601 

 

件  名 
第７５回“社会を明るくする運動”萩市・阿武町作文コンテスト入賞作品の決定と 

入賞作文集発行！～犯罪や非行を防止し，立ち直りを支える地域のチカラ～ 

“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生につ

いて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築く

ための全国的な運動です。昭和２６年に始まり、今回で第７５回を迎えます。作文コンテストは、第４３回（平

成５年）から始まり、今回で３２回目となります。 

本作文集は、この入賞作品を収録したものであり、一人でも多くの方に読んでいただき、児童・生徒の皆

さんの思いを青少年の健全育成・非行防止に役立てていただくとともに、“社会を明るくする運動”に対する

一層のご理解・ご協力をいただくことを願って発行されました。なお、発行した作文集は萩市・阿武町の公

民館、図書館に設置しています。 

１．入賞者 ： 添付資料のとおり 

２．応募数 

合計２２校１６７点（小学生の部 ９校 ３８点、中学生の部 １３校 １２９点） 

※前回は、合計２０校１６５点の応募。 

３．受賞点数 ： 小学生の部 ６点、中学生の部 ６点 

４．審査員（計１３名） ： 萩保護区保護司会、更生保護女性会、阿武町教育委員会、萩市教育委員会、 

“社会を明るくする運動”萩市・阿武町推進委員会事務局 

５．審査会開催日 ： 令和７年９月１１日実施 

６．入賞作文集送付先 

萩市・阿武町の小・中学校  教育委員会 図書館 公民館、萩警察署、山口保護観察所、 

山口県保護司会連合会、保護司、更生保護女性会 等 

７．主催 

“社会を明るくする運動”萩市推進委員会、“社会を明るくする運動”阿武町推進委員会 

８．その他 

（１）入賞者には、萩保護区保護司会より、賞状及び記念品が贈られます。また、応募者の全員にも参加

賞が贈られます。 

（２）表彰式等は、実施いたしません。賞状等は、萩保護区保護司会員及び更生保護女性会員が直接各

小中学校にお届けする予定です。 

 



学校名 学年 氏　名 備考

越ケ浜小学校 6 廣中
ひろなか

　束
つか

咲
さ

地域との大切なつながり

川上中学校 3 溝部
みぞべ

　里菜
り な

「今を変える第一歩」

椿西小学校 6 矢次
や つ ぎ

　楓花
ふ う か

たった一つの言葉 ※１

萩光塩学院中学校 2 三浦
み う ら

　優
ゆ

里子
り こ

SOSに気付く社会を目指して ※１

阿武小学校 6 田中
た なか

　胤
いん

旬
しゅん

ぼくの身近な社会 ※２

阿武中学校 3 柳井
やない

　咲
さ く

真
ま

家庭環境が未来を変える ※２

福栄小中学校 5 藤原
ふじわら

　央
おう

佑
すけ

あいさつで社会を明るくする

田万川中学校 2 中村
なかむら

　はるひ 抱え込まないように

阿武小学校 5 河野
かわの

　鈴
すず

花
か

言葉で世界を変えよう

萩東中学校 3 木原
き は ら

　心
ここ

葉
は

当たり前の毎日を大切に

小川小学校 6 横田
よ こ た

　優也
ゆ う や

いじめで苦しまないために

萩西中学校 3 井上
いのうえ

　和
のど

環
か

挨拶

※１　　選定対象地域　：　萩市

※２　　選定対象地域　：　阿武町

第７５回“社会を明るくする運動”萩市・阿武町作文コンテスト入賞作品

更生保護女性会会長賞

萩市教育委員会教育長賞

萩保護区保護司会会長賞

萩市更生保護協会会長賞

阿武町教育委員会教育長賞

“社会を明るくする運動”萩市・阿武町推
進委員会委員長賞

題　　　　　　名



第７５回“社会を明るくする運動” 

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～  

作文コンテスト実施要綱 
 

第７５回“社会を明るくする運動”作文コンテストを次のとおり実施いたします。 

多くの学校でこのコンテストに取り組んでいただきますよう、御協力をお願いいたします。 

 

●趣 旨   

  “社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした

人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行の

ない安全で安心な地域社会を築くための全国的な運動です。昭和２６年に始まり、今回

で第７５回を迎えます。作文コンテストは、第４３回（平成５年）から始まり、今回で３

２回目となります。 

本作文コンテストは、次代を担う全国の小・中学生の皆さんに、日常の家庭生活や学

校生活の中で体験したことを基に、犯罪・非行のない地域社会づくりや犯罪・非行をし

た人の立ち直りについて考えたことを作文に書くことを通じ、本運動に対する理解を深

めてもらうことを目的としています。 

   

●主 催 

法務省 

“社会を明るくする運動”中央推進委員会 

“社会を明るくする運動”山口県推進委員会 

 

●後 援 

全国連合小学校長会／全日本中学校長会／全国小学校国語教育研究会／全日本中学校国

語教育研究協議会／（公社）日本ＰＴＡ全国協議会／（更）全国保護司連盟／日本更生

保護女性連盟／（特非）日本ＢＢＳ連盟／（更）日本更生保護協会／更生保護法人立川

更生保護財団／丸善雄松堂株式会社／株式会社丸善ジュンク堂書店／山口県保護司会連

合会／山口県更生保護女性連盟／（更）山口県更生保護協会 

 

●作文の応募規程 

◇対 象 

山口県内の小学生及び中学生（義務教育学校、中等教育学校の前期課程、特別支援学

校の小学部及び中学部に在学する者並びに外国人学校に在学する者で小学生及び中学

生に準ずる生徒を含む） 

◇テーマ 

 “社会を明るくする運動”の趣旨を踏まえ、日常の家庭生活や学校生活の中で体験し

たことを基に、犯罪・非行のない地域社会づくりや犯罪・非行をした人の立ち直りにつ

いて考えたこと、感じたことなどを題材としたものとします。 

◇原稿の枚数、様式 

    ４００字詰め原稿用紙３～５枚程度 

◇応募締切日及び応募先 

   令和７年９月１７日（水）必着（締切日を厳守願います．） 

 “社会を明るくする運動”地区推進委員会経由で、本運動山口県推進委員会（事務局：

山口保護観察所）宛て。 



● 選 考 

“社会を明るくする運動”各地区推進委員会から推薦された作品を、山口県推進委員会

及び中央推進委員会が、それぞれ開催する審査会において審査し、入賞作品を選考しま

す。 

  

（参考）“社会を明るくする運動”作文コンテストの審査基準 

 

審査項目 視   点 

趣  旨 ・ 「犯罪や非行のない明るい社会づくり」「犯罪や非行をした

人の立ち直り」という“社会を明るくする運動”の趣旨を

踏まえているか。 

・ 日常の家庭生活や学校生活の中で体験したことなどを基

に、犯罪や非行、地域社会における交流などに関して考え

たことや感じたことが書けているか。 

内  容 ・ 自分の意見、考えたこと、感じたことが取り上げられてい

るか。 

・ 自分の体験や経験に基づいているか。 

・ 創造性、独創性があるか。 

・ 読み手の心に響くものがあるか。 

表  現 

形  式 

・ 読み手を引きつけるような文章であるか。 

・ 読み手が読みやすい文章であるか。（文章の構成がしっかり

しているか。） 

・ 具体例が挙げられているか。 

・ 効果的で工夫された書き方をしているか。 

・ 用字、符号の使い方や、原稿用紙の使い方が適切であるか。 

 

  各賞の発表は、令和７年１２月頃、法務省又は山口県推進委員会において行います。 

 （全国表彰） 

・最優秀賞   ：法務大臣賞                  小･中学生各１点 

・優 秀 賞  ：全国連合小学校長会会長賞           小学生３点 

：全日本中学校長会会長賞             中学生３点 

           ：全国保護司連盟理事長賞            小･中学生各３点 

           ：日本更生保護女性連盟会長賞          小･中学生各３点 

          ：日本ＢＢＳ連盟会長賞             小･中学生各３点 

         ：日本更生保護協会理事長賞           小･中学生各３点 

・特 別 賞   ：丸善まなびのつながり賞（※新設）       小･中学校各１校 

        

（山口県表彰） 

・“社会を明るくする運動” 

山口県推進委員会委員長（山口県知事）賞 小･中学生各１点 

・山口保護観察所長賞                     小･中学生各１点 

・山口県保護司会連合会会長賞                 小･中学生各２点 

・山口県更生保護女性連盟会長賞                  小･中学生各２点 

・山口県更生保護協会理事長賞               小･中学生各２点 

 

 



● 表彰式 

 ◇表彰式については、令和８年２月頃に実施予定ですが、諸般の事情により個別伝達と

なる可能性があります。 

◇法務大臣賞については、中央推進委員会（東京・法務省）、その他の賞については、

山口県推進委員会において伝達を行います。 

 

● その他   

◇応募作品には、冒頭に必ず題名、小・中学校名（略さず正確に記載）・学年・氏名（ふ

りがな）を書いてください。                 

◇応募作品は、他の作文コンテスト等への応募作品又は応募予定作品を除く自作・未発

表のものに限ります。 

◇応募作品は、返却しません。 

◇応募作品の著作権は、主催者に帰属するものとします。 

◇最優秀賞作品、優秀賞作品については、報道機関、インターネット等により公表しま

す。また、作文の公表及び掲載に当たっては、作品の趣旨を損なわない範囲で一部修

正することがあります。 

◇応募に当たっては、氏名、学校名、学年及び作品名及び作品内容が報道機関やインタ

ーネット等により公表される可能性があることについて、あらかじめ保護者の了解が

得られていることを前提とします。 

 

 

◇本作文コンテストについての問合せ先 

  

 〒７５３－００８８  

   山口市中河原町６－１６ 

   山口保護観察所企画調整課内 

    “社会を明るくする運動”山口県推進委員会事務局 

   TEL ０８３－９２２－１３２７  

 

 

 

        
 

 



記 者 発 表（配付）資 料 

令和７年１０月３１日 

所 属 部 課 部 長 課 長 課長補佐 担 当 連 絡 先 

萩市商工観光部観光課 藤原 章雄 中村 浩二 上利 寿博 宮本 和洋 0838-25-3139 

 

件 名 

TWILIGHT EXPRESS 瑞風 

「こども駅長」の募集について（11月立ち寄り分） 

 

萩市では、ＪＲ西日本の寝台列車「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」の立ち寄りを歓迎し、東萩駅

で「こども駅長」によるおもてなしを行っています。 

このたび「こども駅長」を、以下のとおり募集しますのでお知らせします。 

 

【募集要項】 

・と  き  １１月１６日（日） 

午前１１時３０分～午後１２時３０分 

・と こ ろ  ＪＲ東萩駅（現地集合） 

・内  容  (1)市内観光を終えた乗客のお出迎え 

       (2)ＪＲの制服を着て「瑞風」の出発合図 

・対 象 者  身長 １００cm～１４０cm 程度の子ども 

※要保護者同伴 

・募集人数  ２人 

・参 加 料  無料 

・応募締切  １１月７日（金）午後１時 締切        

・応募方法  萩市観光協会公式ＨＰの「新着情報」欄の「TWILIGHT EXPRESS 瑞風 萩への

立ち寄りについて」（https://www.hagishi.com/post-448/）内に設ける応

募フォームに必要事項を入力し、申込 

※締切後に抽選を行い、１１月１１日（火）までに当選者にのみ連絡します。 

 

 

 

 須佐駅、東萩駅での取材を希望される場合は、事前に別紙 取材申込書にご記入の上、 

萩市観光課までご連絡ください。 

 ※お客様の撮影については、「後ろ姿」や「体の一部」の映り込み等も含めて、動画・静止画いずれも 

  不可となっておりますので、ご了承ください。 



 

取材申込書 

「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」 
 

 

 

 

１．貴 社 名                           

２．参加人数    名（テレビカメラ  台、スチール  台） 

３．参加者名 （代表）                    

４．連絡先  携帯番号                     

※取材当日に連絡がとれる番号を記載願います。 

５．取材希望場所（複数選択可）   駅構内 ・ 駅前 ・ 駅ホーム  

６．取材希望日（複数選択可） 2025 年 11 月 16 日（日） 

 

 

○開催日時・場所 

2025 年 11 月 16 日（日） 11：30～12：30 ＪＲ東萩駅 

〇集合時間・場所 

 11：30 に東萩駅正面へご集合ください。 

○注意事項  
・取材時は貴社腕章を着用してください。 
・現地では広報担当者及び現地係員の指示に従ってください。 
・ホーム上では三脚は使用可能ですが、ガンマイク、脚立、ワイヤレスマイクの使用は禁止です。 
・駅構内では定点で撮影を行ってください。カメラを回しながらの移動や構内を走る等の行為は

おやめください。 
・「瑞風」のお客様への取材及び撮影（後ろ姿や体の一部の映り込みを含む）は固くお断りいた

します。 
・運行状況により、取材時間が変更になることがあります。 

【お申し込み先】  MAIL：kankouka＠city.hagi.lg.jp 
           TEL：0838-25-3139 FAX:0838-26-0716 

（萩市観光課 宮本 あて） 
締切：2025 年１1 月１1 日（火） 



記者発表（配付）資料 
                                      令和７年１０月３１日 

所 属 部 課 部 長 次 長 課長補佐 担  当 連 絡 先 

萩市商工観光部 

商工振興課 
藤原 章雄 山本 一也 中村 和也 村橋 修平 （0838）25-3108 

 

件 名 
萩まちじゅう博物館構想を応援！！ 

「萩まちじゅう博物館ＷＡＯＮ」寄付受納式 

 

平成２３年に締結した、萩市と株式会社フジ（旧マックスバリュ西日本㈱）との地域貢献連

携協定により、電子マネー「ご当地ＷＡＯＮ」として「萩まちじゅう博物館ＷＡＯＮ」が発行

され、当該電子マネーによる売上額の０．１％が萩市へ寄付されることとなっています。 

このたび、株式会社フジから寄付の申し入れがあったため、下記により「萩ふるさとまつり」

の会場において寄付受納式並びに感謝状贈呈式を行いますのでお知らせします。 

 

記 

 

１．日時：令和７年１１月８日（土）午後１２時３０分～午後１２時４５分 

２．場所：中央公園（萩ふるさとまつりメインステージ） 

３．次第：１.出席者紹介 

     ２.㈱フジ 平尾代表取締役副社長 挨拶 

       ３.目録授与 

       ４.感謝状贈呈 

     ５.萩市長挨拶 

     ６.記念撮影 

４．寄付金額：１，０６６，５３９円（令和６年３月～令和７年２月分） 

       ※平成２３年度からの累計金額１３，８７８，５０６円 

５．出席予定者：株式会社フジ 代表取締役副社長 平尾
ひ ら お

 健一
けんいち

 氏 

株式会社フジ DS 山口広島山陰店舗運営部 部長 糸
いと

稲
いね

 和巳
か ず み

 氏 

株式会社フジ ザ・ビッグエクストラ萩店 店長 井上
いのうえ

 清
きよ

英
ひで

 氏 

         

萩市市長 田中
た な か

 文夫
ふ み お

 

        萩市商工観光部部長 藤原
ふじわら

 章
あき

雄
お

 

６．その他 

     山口県内で発行されている地域ＷＡＯＮカードとしては、萩市の「萩まちじゅう博物館

ＷＡＯＮ」が第１号となっています。 



 

【萩まちじゅう博物館ＷＡＯＮの概要】～株 

 

発行開始日：平成２３年８月３日（水） 

発 行 枚 数：約２３，９９０枚（令和７年８月末時点） 

 利 用 箇 所：約１，５５１，０００箇所（令和７年８月末時点） 

「萩まちじゅう博物館ＷＡＯＮ」カードデザイン 

       ＜表 面＞                 ＜裏 面＞ 

  

      

 券面デザインは、萩城下町の風景にかかせない夏みかんが実る土塀のまちなみを観光する風景を

イラストで表面に、江戸時代の地図がそのままつかえるまち萩を象徴する意味で古地図を裏面に配

置。 



記者発表（配付）資料 
令和７年１０月３１日  

所属部課 部長 課長（担当） 課長補佐 連絡先 

萩市総務部防災危機管理課 田村 佳代子 小野 彰彦 田島 孝行 0838-25-3808  

 

件  名 
多数の死者を伴う大規模災害等発生時における検視・遺族対応合同訓練

（第 13 回）の実施について 

 

１ 日 時：令和７年 11 月６日（木） 午後２時 30 分から概ね２時間 

 

２ 場 所：萩ウェルネスパーク 萩武道館（萩市大字椿 73 番地７） 

 

３ 参加者： 

○警察本部    捜査第一課、鑑識課、機動捜査隊、警備課、警察県民課 

○警察署     萩警察署、長門警察署 

○他の行政機関  山口県（防災危機管理課） 

          萩市（防災危機管理課、萩市消防本部） 

          山口県医師会、山口県歯科医師会 

          山口大学医学部法医学教室 

          第七管区海上保安本部 

          陸上自衛隊山口駐屯地 

 

４ 訓練目的：局地的豪雨による大規模災害の発生に備え、萩市川上地域において、土砂 

災害、河川の氾濫が発生したことを想定し、関係機関が連携して、検視、 

身元確認等の実践的訓練を行うもの。 

 

５ 訓練内容：14：30  開会式 

       14：40  想定訓練（被災現場で捜索中の警察が遺体を発見後、各機関が 

連携し、遺体の搬送、検視、身元確認及び遺族への 

引渡しを実施するもの。） 

16：20  閉会式 

 

６ その他：この合同訓練は、山口県警が主催し、県内で多数の死者を伴う災害が発生し

た場合を想定し、毎年、県内各自治体と連携して開催しているものです。 

昨年度は、山口市で開催し、今年度は、萩市で共同開催するものです。 



記者発表（配付）資料  
令和７年１０月３１日 

所属部課 部  長 課  長 担  当 連絡先 

萩市土木建築部 

土木課 
中屋 英典 木村 宏 松浦 高志 0838（25）3140 

 

件  名 山陰道及び小郡萩道路の整備促進に関する要望活動について 

 

  萩市では関連自治体で期成同盟会を設立し、高速道路の整備や主要県道の改良を各方面に要望して

います。 

  このたび、山陰道及び小郡萩道路の整備促進に関する要望活動を下記のとおり実施しますので、お

知らせします。 

 

記 

 

〇 日   時：令和７年１１月６日（木）午前９時 ～ 午後３時３０分 

 

〇 場   所：国土交通省本省、議員会館 

         

〇 要  望  先：国土交通省 国土交通審議官 塩見 英之 午前９時４５分～１０時００分 

国土交通省 道路局次長 石和田 二郎 午前１０時１０分～１０時２０分 

        国土交通省幹部 

        山口県選出国会議員    

      

〇 要 望 者：山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会（会長：萩市長） 

益田市長       山本 浩章 

萩市議会議長     平田 啓一 

          益田市議会議長    佐々木 惠二 

          阿武町長       花田 憲彦 

          阿武町議会議長    末若 憲二 

 

山陰高規格道路益田市～萩市間早期実現益田・萩連絡協議会 

                    （会長：萩商工会議所会頭） 

萩商工会議所会頭   山縣 賢一郎 

益田商工会議所会頭  松永 和平 

       

 萩・小郡間地域高規格道路整備促進期成同盟会（会長：萩市長） 

萩市議会議長     平田 啓一 

阿武町長       花田 憲彦 

          阿武町議会議長    末若 憲二 



 

        萩・小郡間地域高規格道路建設促進経済団体協議会（会長：萩商工会議所会頭） 

          萩商工会議所会頭  山縣 賢一郎       

 

〇 そ の 他：要望先の都合により、急遽、時間等の変更が生じる場合があります。 

 

 

◆山陰道(益田～萩間)について 

山陰道は、鳥取市を起点に米子市、松江市、益田市、萩市、長門市を経由して、下関市に至る総延長

約３８０㎞の高規格幹線道路です。 

平成２９年度に阿武町の木与付近が、「木与防災事業」として事業着手され、また、「須子～小浜間」

が「益田西道路」として令和２年度事業着手されました。 

さらに、令和３年度に「大井・萩道路」と「益田・田万川道路」の２区間が事業化され現在事業中で

す。 

こうした状況を踏まえ同盟会としては、民間団体と合同で国や関係機関に要望活動を展開し、事業中

の区間の力強い推進と、残りの区間の早期事業化と山陰道（益田～萩間）全線開通を目指します。 

 

◆小郡萩道路について 

地域高規格道路｢小郡萩道路｣のうち、美祢市真名から絵堂ＩＣまでが平成２３年５月までに供用開始

されています。 

絵堂から萩間は「絵堂萩道路（延長１５ｋｍ）」として平成２６年度に新規事業化され、現在整備中

です。本年度も予算計上されており、全線に渡って橋梁工事、改良工事等が行われています。 

同盟会としては、民間団体と合同で、県や関係機関に要望活動を展開し早期の開通を目指します。 

 



記者発表（配付）資料 

令和７年１０月３１日 

所属部課 部 長 課 長 課長補佐・担当 連絡先 

萩市総合政策部 

企画政策課 
肌野 次雄 谷野 芳之 村田 直之 0838-25-3102 

 

件 名 姉妹都市提携 50 周年に伴い下田市民号が表敬訪問します 

 

下田市と萩市は 1975 年（昭和 50 年）10 月 28 日に姉妹都市を締結しました。 

この間、文化、教育、スポーツなど、様々な交流をすすめてきましたが、この度、下田

市・萩市間における姉妹都市提携 50 周年記念事業として、下田市による公募で集まった市

民号が萩市を訪れますので、お知らせします。 

 

つきましては、下記のとおり表敬訪問を受け入れますので、取材方よろしくお願いいた

します。 

記 

 

＜下田市・萩市姉妹都市提携 50 周年記念 市民号 表敬訪問＞ 

（日時）令和７年１１月８日（土）午後４時４５分頃から ※３０分程度 

（場所）萩市役所２階全員協議会室 

（訪問者）下田市民号 ２１名  

*下田市長 松木正一郎氏、下田市議会議長 中村 敦氏ほか市議会議員６名、市職員３名、下田市民 11 名 

（概要）両市長挨拶、両市議会議長挨拶、表敬者紹介、記念品贈呈 など 

（市民号のその他の行程について） 

11 月９日（日） 

市民号：市内を自由に観光 

市長・議長：萩時代まつり歴代藩主パレード参加、14:30 頃から松陰神社で市民号に合流予定 

  *萩ふるさとまつり会場にて下田市シティプロモーションブースを出展 

 

＜姉妹都市提携の経緯について＞ 

 萩市と下田市は、共に吉田松陰ゆかりの地であり、萩市は維新発祥の地として、下田市は日本開

国の地として日本近代史を飾ったことから下田市から萩市へ姉妹都市提携を申し入れた。 

 

＜下田市の概要＞ 

 人口：18,866 人(令和７年 10 月 1 日時点) 面積：104.7 ㎢ 主な産業：観光業、漁業、農業など 

 ペリー来航の歴史的背景と美しい海岸線、温泉などが有名。漁業はキンメダイが特産品。 



記者発表（配付）資料 
令和７年１０月３１日 

所属部課 部 長 課長 担当 連絡先 

萩市商工観光部 

商工振興課 公共交通政策室 
藤原 章雄 山本 一也 藤井 翔太 0838-25-3583 

 

件 名 
上手な「乗り方」と「サポート」、バスが教えてくれる大切なこと 

～萩市で初めてとなる交通バリアフリー教室を開催～ 

 

萩市は、防長交通株式会社萩営業所及び萩市社会福祉協議会と連携し、実物のバスを教材とした体験

型授業「交通バリアフリー教室」を開催しますので、お知らせします。 

この教室は、子どもたちが正しいバスの乗り方を学ぶだけでなく、高齢者や障がいのある方の困難を

疑似体験し、自分たちに何ができるかを考え、公共交通への親しみや「心のバリアフリー」を育むこと

で、公共交通の利用促進や福祉教育、地域づくりについて知ってもらう機会とします。 

公共交通の利用の方法を学んでもらうとともに、未来を担う子どもたちの心に「思いやりの種」をま

き、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指す、教育・福祉・交通が連携した萩市で初めての取り組

みとなります。 

今年度は実証を目的として実施することで、ニーズや課題を洗い出し、来年度以降は、定期的に開催

する予定となっています。 

 

記 

 

１．事業名  交通バリアフリー教室 ～みんなで乗ろう！やさしいバスの乗り方教室～ 

２．日 時  令和7年11月13日（木） 午前9時25分 ～ 午前11時 15分 

３．場 所  椿東小学校 グラウンド 

（萩市大字椿東2710番地1 校長：山本 豊三 電話0838-25-2135） 

４．対 象  ４年生 ５８名 

５．学習プログラム 

（１）バス乗車体験 

・模擬ICカード、現金を使用しての乗降体験、運賃表示器の見方の確認 

・バスの中でのマナー、乗降時の安全確認を学ぶ 

（２）高齢者疑似体験 

・高齢者疑似体験装具の装着、アイマスク、車いすでの乗降体験 

（３）質問・感想等 

６．主 催  萩 市 

７．協 力  防長交通株式会社萩営業所、萩市社会福祉協議会 



企画書：交通バリアフリー教室～みんなで乗ろう！やさしいバスの乗り方教室～ 

 

1.企画趣旨 

少子高齢化が進む本市において、高齢者や障がいのある方を含め、誰もが安心して外出できる「共

生社会」の実現は重要な課題です。そのためには、車両や施設の整備といったハード面にだけでなく、地

域に住む一人一人が、高齢者や障がい者など移動に制約がある人たちの特性を理解し、様々なバリア

を周囲の手助け等により解消できる環境づくりといったソフト面での対応も重要です。 

本企画は、未来を担う小学生を対象に、公共交通を活用する体験型学習です。単なるバスの乗り

方教室に留まらず、高齢者や障がいのある方の困難を疑似体験し、自分たちに何ができるかを考えます。 

この取組みを通じて、公共交通への親しみを育む「交通利用促進」、子どもたちの思いやりの心を育

む「福祉教育」、そして多様性を認め支え合う地域をつくる「地域づくり」という、複数の政策課題に同時

にアプローチする事業として、実施します。今年度は実証を目的として実施することで、ニーズや課題を洗

い出し、来年度以降、定期的に開催をする予定です。 

 

2.開催概要 

・対象 

萩市内の小学校（4 年生以上） 

※今年度はバスの運行本数が比較的多く、また、バスの乗り方教室をしたい意向のある椿東小学

校で実証的に実施。 

・日時：令和 7 年 11 月 13 日（木）午前 9 時 25 分～午前 11 時 15 分※授業 2 コマを想定 

・場所：実施校のグラウンド、駐車場、体育館等 ※バス車両が乗り入れできるスペースが必要 

・講師・協力：防長交通株式会社 萩営業所、萩市社会福祉協議会 

・費用：無料（関係者の協力により実施） 

 

3.プログラム内容（案） 

時間 内容 詳細 

5 分 導入 〇あいさつ、今日の流れの説明 

40 分 バスの乗り方教室 〇バス停での待ち方及び降りる時・降りたあとの安全確認について 

〇車内のマナー及びルールについて 

〇バスの乗車・降車体験（交通系ＩＣカード、整理券） 

5 分 休憩  

15 分 車いすでの乗降の様子

を見学 

〇萩市社会福祉協議会によるお話 

〇車いすでの乗車を見学・乗車体験 

25 分 高齢者疑似体験・視

覚障がい者疑似体験 

〇高齢者疑似体験装具を装着して、バスの乗車体験を実施 

10 分 振り返り 〇各体験で感じたこと、気づいたことを振り返り 

 後日 〇アンケートの提出 

 



記 者 発 表（配 付）資 料  

令和７年１０月３１日 

所 属 部 課 部 長 課 長 課長補佐 担 当 連 絡 先 

萩市商工観光部観光課 藤原 章雄 中村 浩二 上利 寿博 吉村 亜美 0838-25-3139 

 

件 名 

萩市オリジナル年賀はがきを販売します！ 

～「萩夏みかん物語」夏みかん経済栽培150年を 

年賀はがきで発信します～ 

 

市では、全国に送付される年賀状を活用した萩市のPRとして、毎年「萩市オリジナル年賀はが

き」を販売し、多くの方にご利用いただいております。今年は、来年迎える夏みかんの経済栽培

１５０年を記念し、土塀から黄色くたわわに実った夏みかんがのぞく、萩ならではの風景が残る

「平安古鍵曲
ひやこかいまがり

」と萩にゃん。をデザインしました。 

下記のとおり発売しますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．発 売 開 始 令和７年１１月１０日（月） 

午前９時から午後５時まで 

※完売次第、販売終了 

２．販 売 枚 数 限定 ５，０００枚 

３．販 売 価 格 １枚 ８５円 

４．販 売 箇 所 萩市役所本庁ロビー 

萩市観光課（萩・明倫学舎３号館内） 

各総合事務所市民生活部門 

各支所・出張所 

萩観光案内所 

５．そ の 他 

（一社）萩市観光協会HPからデザインデータが 

ダウンロードできるほか、通信販売も行います。 

  ※詳細は別紙チラシをご参照ください。 

 

 

*夏みかんの経済栽培…明治９年（１８７６）、禄を失った武士の救済のために、武家屋敷地を利

用した夏みかんの果樹としての経済栽培が始まり、小幡
お ば た

高政
たかまさ

の手によって推進されました。 



萩市オリジナル

１．発売開始 令和７年１１月１０日（月）

２．販売枚数 限定 ５，０００枚

３．販売価格 １枚 ８５円

４．販売箇所
・萩市役所本庁ロビー
・萩市観光課（明倫学舎３号館内）

・各総合事務所市民生活部門

・各支所・出張所

・萩観光案内所

※完売次第、販売を終了します。

※萩市観光協会HPでは、デザイン
データのダウンロードも可能です。

【お問合せ】

萩市観光課 TEL:0838-25-3139 (平日8:30～17:15)

萩市観光協会 TEL:0838-25-1750 （9:00～17:00）

郵便局の「払込取扱票」に必要事項をご記入いただき、代金を添えて、最寄りの郵便局窓口にて
お手続きください。

・加入者名欄 一般社団法人萩市観光協会
・口座記号番号欄 ０１３２０－４－９０４６９
・通信欄 「萩市オリジナル年賀はがき申込希望」、購入枚数、送付先（住所・氏名）
・ご依頼人欄 住所・氏名・連絡先

※はがき代金（８５円×購入枚数）と送料（４２０円）の合計金額をお振込みください。
※入金を確認し次第順次発送いたします。お振込みいただいてからお手元に届くまで、概ね１０日程度
お待ちください。

（一社）萩市観光協会では通信販売も実施

年賀はがき

新年のあいさつと併せて、萩をPR！

今年のデザインは
＼ 夏みかん経済栽培１５０年！／
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